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ペットの火葬は、
留萌ペット霊苑協会で
お引き受けいたします。

ペットの火葬は、
留萌ペット霊苑協会で
お引き受けいたします。

地元・留萌の当霊苑で

お問い合わせはこちらまで

◆島 田 商 店 （南町2丁目）☎42-0425
◆㈱行徳石材店 （南町2丁目）☎42-0425

留萌ペット霊苑協会

［vol.6］ごみ減量のコツごみ減量のコツ
　先月号で「リデュース（Reduce＝減量、抑制）、リユース（Reuse＝再使用）、リサイ
クル（Recycle＝再利用・再資源化）の頭文字をとった「３Ｒ」という行動を紹介しましたが、
今回は、さらにリフューズ（Refuse＝拒絶・辞退）、リペア（Repair＝修理）を紹介します。

　先月号のコラムで紹介しまし
た、リデュース、リユース、リサ
イクルとあわせて「５Ｒ」と呼ば
れている行動です。一人ひとり
が、身近な生活から出るごみが
環境に影響を与えていることを
意識し、５Ｒを認識しながら生
活様式を変えていくことが重要
なことになります。
　皆さんのごみの減量化・資源
化は、最終処分場の延命化につ
ながりますので、新しいごみの
分別に協力をお願いします。

リフューズ リフューズとは「断る」ことです。

　これはごみを減らすために、いろいろなものを「断っていく」ことです。
・必要のない割りばしやスプーンを断る。
・必要のない過剰包装を断る。
・もう１つ買いたいという自分の誘惑を断つ。

リ　ペ　ア リペアとは「修理をする」ことです。

　これは、修理してもう一度使用することによってごみを減らしていくのと
同時に、物を大切にする心を育てていくことです。
・物が壊れてしまったとき、修理してもう一度使えないか考えてみる。
・電池の交換や原料、燃料の補充などでもう一度使えるものはなるべく
　買い換えずに利用する。
・子どもの服が破れた時は当て布（おしゃれなアップリケなど）をする。

生ごみの出し方のポイント
①水切りをしてください。
②新聞紙は指定ごみ袋に入れないでください。
　（指定ごみ袋に生ごみを直接入れてください）
③冷凍したまま指定ごみ袋に入れないでください。
④生ごみボックスはクリーンステーションの中で、
　使用してください。
⑤生ごみボックスには、直接生ごみを入れないで、
　指定ごみ袋に入れたものを置いてください。

①プラスチック製容器
　　　　このマークが表示されているもの
　　　　（「透明または半透明」で排出してください）
②紙製容器
　　　　このマークが表示されているもの
　　　　（「透明または半透明」で排出してください）

プラマークと紙マーク
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